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Ⅰ．退　職（令和４年３月３１日付）

Ⅱ．異　動　等（令和４年４月１日付）　
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3月22日『ゴリけんさんと学ぶ牛乳の栄養オンラインセミナー』3月22日『ゴリけんさんと学ぶ牛乳の栄養オンラインセミナー』
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き
ま
し
た
が
、
廃
業
者
等
も
あ
り
生

乳
生
産
実
績
は
七
二
，
二
五
三
㌧
（
前

年
出
荷
実
績
比
一
〇
〇
．〇
％
）
と
前

年
並
を
維
持
す
る
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。　令

和
四
年
度
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
は
、
着
実
に
回
復
し
つ
つ
あ
る

生
乳
生
産
基
盤
を
棄
損
し
な
い
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
中
央
酪
農
会
議
は
、

中
期
三
年
計
画
（
令
和
三
年
度
〜
令

和
五
年
度
）
の
考
え
方
を
「
生
乳
の

増
産
・
維
持
」
か
ら
「
前
年
実
績
以

上
を
目
標
と
し
て
設
定
す
る
」
と
文

言
の
変
更
は
あ
る
も
の
の
、
令
和
三

年
度
同
様
の
基
本
方
針
を
決
定
し
、

九
州
生
乳
販
連
に
お
い
て
も
引
き
続

き
生
産
意
欲
の
喚
起
の
た
め
「
生
産

者
積
み
上
げ
型
」
の
生
乳
需
給
安
定

化
対
策
を
決
定
し
ま
し
た
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
組
合
と
し
て
も

引
き
続
き
組
合
員
の
持
続
的
な
経
営

安
定
に
向
け
た
「
生
産
者
積
み
上
げ

　三
月
三
〇
日
理
事
会
に
お
い
て
、

令
和
四
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

(

計
画
生
産)

実
施
規
程
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　全
国
的
に
生
乳
生
産
が
回
復
、
ま

た
夏
の
猛
暑
期
間
が
短
く
生
乳
生
産

量
が
伸
び
る
中
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
再
拡
大
な
ど
需
給
が
回
復

せ
ず
、
年
末
年
始
に
は
、
全
国
で
処

理
不
可
能
乳
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
事

態
と
な
り
ま
し
た
が
、
消
費
者
へ
の

呼
び
か
け
及
び
組
合
員
皆
様
の
生
乳

抑
制
の
取
組
等
に
よ
り
、
生
乳
廃
棄

は
回
避
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　令
和
三
年
度
の
組
合
の
生
乳
生
産

は
、
生
乳
出
荷
戸
数
一
八
二
戸
、
組

合
員
積
み
上
げ
方
式
に
よ
り
組
合
員

の
生
乳
出
荷
目
標
数
量
七
三
，
一
四

〇
㌧
（
前
年
出
荷
実
績
比
一
〇
一
．

二
％
）
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
気

候
的
に
夏
の
猛
暑
が
短
か
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
順
調
に
生
産
を
伸
ば
し
て

　組
合
員
は
、
生
乳
委
託
計
画
数

量
及
び
令
和
四
年
度
の
分
娩
状
況

等
を
勘
案
し
、
年
間
の
月
別
生
乳

出
荷
計
画
書
を
作
成
し
て
、
組
合

へ
報
告
す
る
。（
六
月
）

三
．出
荷
目
標
数
量
の
変
更

　個
人
別
の
出
荷
目
標
数
量
の
変
更

は
、
九
月
・
一
月
理
事
会
で
実
施
。

九
月
に
と
り
ま
と
め
た
数
量
を
修
正

目
標
数
量
、
一
月
に
取
り
ま
と
め
た

数
量
を
最
終
目
標
数
量
と
す
る
。

四
．生
乳
出
荷
目
標
数
量
の
達
成
方
法

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
生
乳
需
要
の
低
迷
が
続
く

こ
と
を
考
慮
し
、
生
産
刺
激
策
と

な
る
奨
励
措
置
等
は
実
施
し
な
い

が
、
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
生
産

基
盤
を
維
持
す
る
た
め
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
補
助
事
業
等
を
活
用

し
生
乳
出
荷
目
標
数
量
の
達
成
に

取
り
組
む
。

五
．季
節
別
乳
価
及
び
差
額
金
の
精
算

　調
整
率
支
払
の
差
額
金
は
、
六

月
〜
十
一
月
の
受
託
乳
量
を
も
と

に
年
度
末
に
精
算
す
る
。

型
」
の
生
乳
需
給
対
策
の
規
程
と
し

て
お
り
、
供
給
責
任
の
明
確
化
に
よ

る
目
標
数
量
達
成
を
目
的
と
し
内
容

で
、
昨
年
と
大
き
な
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
脱
脂
粉
乳
の
積
み
増
し

問
題
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
生
乳
生
産
抑
制
対
策
（
中
央
酪
農

会
議
が
実
施
す
る
低
能
力
牛
の
選
別

奨
励
等
（
早
期
更
新
・
淘
汰
）
事
業
）

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　令
和
四
年
度
の
組
合
の
規
程
の
概

要
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一
．「
生
乳
委
託
契
約
数
量
」

　組
合
員
は
、
令
和
四
年
度
委
託

計
画
等
に
係
る
確
認
事
項
と
合
わ

せ
て
、
令
和
四
年
度
生
乳
委
託
計

画
数
量
を
組
合
へ
提
出
す
る
。（
提

出
済
）

二
．生
乳
出
荷
目
標
数
量

組
合
ト
ピ
ッ
ク
ス

の
乳
質
改
善
対
策
を
決
定
致
し
ま
し

た
。　令

和
四
年
度
も
乳
質
自
主
規
制
の

変
更
は
せ
ず
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
に

関
す
る
記
帳
・
記
録
・
保
管
の
徹
底
に

よ
る
生
乳
の
安
全
・
安
心
の
取
組
み
、

牛
舎
環
境
・
飼
養
管
理
改
善
、ゲ
ノ
ム

解
析
を
利
用
し
た
乳
牛
改
良
の
推
進
、

バ
ル
ク
等
の
点
検
推
進
等
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　消
費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
生
乳
の

生
産
を
目
指
し
て
、令
和
四
年
度
の
乳

質
改
善
推
進
対
策
に
つ
い
て
、三
月
七

日
に
各
支
所
の
乳
質
改
善
対
策
委
員

長
、副
委
員
長
に
参
集
い
た
だ
き
乳
質

改
善
対
策
委
員
長
会
、三
月
十
四
日
に

は
、県
の
関
係
機
関
、乳
業
者
等
に
参

集
い
た
だ
き
乳
質
改
善
参
与
会
を
開

催
し
、協
議
を
行
い
ま
し
た
。い
く
つ

か
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、三
月
三
〇

日
開
催
の
理
事
会
に
て
令
和
四
年
度

六
．そ
の
他

　九
州
生
乳
販
連
が
定
め
る
生
産

者
乳
価
対
策
実
施
要
領
に
基
づ
き
、

生
産
者
乳
価
対
策
資
金
（
四
〇
銭
）

を
拠
出
し
、
脱
脂
粉
乳
在
庫
対
策

や
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に
取
り

組
む
。

　九
州
生
乳
販
連
及
び
中
央
酪
農

会
議
が
連
携
し
て
取
り
組
む
酪
農

経
営
の
改
善
に
資
す
る
た
め
の
低

能
力
牛
の
選
別
奨
励
等
（
早
期
更

新
・
淘
汰
）
に
取
り
組
む
。

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

調整率％ 94 94 100 110 111 114 105 100 93 92 92 92 令
和
４
年
度 

生
乳
需
給
安
定
化
対
策
実
施
規
程
を
決
定

乳
質
改
善
対
策
委
員
長
会・

乳
質
改
善
参
与
会
開
催（
ウ
ェ
ブ
に
て
開
催
）
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四
年
度
も
乳
質
自
主
規
制
の

変
更
は
せ
ず
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
に

関
す
る
記
帳
・
記
録
・
保
管
の
徹
底
に

よ
る
生
乳
の
安
全
・
安
心
の
取
組
み
、

牛
舎
環
境
・
飼
養
管
理
改
善
、ゲ
ノ
ム

解
析
を
利
用
し
た
乳
牛
改
良
の
推
進
、

バ
ル
ク
等
の
点
検
推
進
等
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　消
費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
生
乳
の

生
産
を
目
指
し
て
、令
和
四
年
度
の
乳

質
改
善
推
進
対
策
に
つ
い
て
、三
月
七

日
に
各
支
所
の
乳
質
改
善
対
策
委
員

長
、副
委
員
長
に
参
集
い
た
だ
き
乳
質

改
善
対
策
委
員
長
会
、三
月
十
四
日
に

は
、県
の
関
係
機
関
、乳
業
者
等
に
参

集
い
た
だ
き
乳
質
改
善
参
与
会
を
開

催
し
、協
議
を
行
い
ま
し
た
。い
く
つ

か
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、三
月
三
〇

日
開
催
の
理
事
会
に
て
令
和
四
年
度

六
．そ
の
他

　九
州
生
乳
販
連
が
定
め
る
生
産

者
乳
価
対
策
実
施
要
領
に
基
づ
き
、

生
産
者
乳
価
対
策
資
金
（
四
〇
銭
）

を
拠
出
し
、
脱
脂
粉
乳
在
庫
対
策

や
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に
取
り

組
む
。

　九
州
生
乳
販
連
及
び
中
央
酪
農

会
議
が
連
携
し
て
取
り
組
む
酪
農

経
営
の
改
善
に
資
す
る
た
め
の
低

能
力
牛
の
選
別
奨
励
等
（
早
期
更

新
・
淘
汰
）
に
取
り
組
む
。

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

調整率％ 94 94 100 110 111 114 105 100 93 92 92 92 令
和
４
年
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生
乳
需
給
安
定
化
対
策
実
施
規
程
を
決
定

乳
質
改
善
対
策
委
員
長
会・

乳
質
改
善
参
与
会
開
催（
ウ
ェ
ブ
に
て
開
催
）
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　組
合
で
は
、消
費
者
へ
酪
農
を
応
援

し
て
い
た
だ
こ
う
と
、三
月
二
二
日
に

「
ゴ
リ
け
ん
さ
ん
と
学
ぶ
牛
乳
の
栄
養

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
。三

月
二
六
日
に
は
福
岡
市
中
央
区
警
固

の
カ
イ
タ
ッ
ク
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン

に
て
、「
酪
農
応
援
！
消
費
拡
大
イ
ベ

ン
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、牛
乳

の
栄
養
に
つ
い
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
、家
庭
で
簡
単
に
作
れ
る
牛
乳
を

使
っ
た
料
理
の
実
演
を
行
い
、家
庭
で

の
牛
乳
消
費
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

　「
カ
イ
タ
ッ
ク
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ

ン
」で
は
、直
接
消
費
者
に
向
け
バ

タ
ー
作
り
教
室
、試
飲
牛
乳
、リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
、乳
製
品
の
販
売
を
行

い
ま
し
た
。

　会
場
で
は
、ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
や
、

牛
乳
パ
ッ
ク
の
中
に
入
っ
て
撮
影
が

で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
を
設
け
、楽
し
み
な

が
ら
乳
牛
や
牛
乳
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
を
お
こ

な
い
、バ
タ
ー
づ
く
り
教
室
で
は
子
供

か
ら
大
人
ま
で
一
生
懸
命
に
バ
タ
ー

を
作
り
、終
始
大
盛
況
と
な
り
、酪
農

の
応
援
に
理
解
を
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　ま
た
両
イ
ベ
ン
ト
に
て
牛

乳
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
告

知
を
行
い
、牛
乳
の
消
費
拡
大

に
つ
な
が
る
有
意
義
な
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　九
州
生
乳
販
連
で
は
、三
月
二
十
六

日（
土
）九
州
各
県
の
酪
政
連
、青
年
女

性
会
議
、改
良
同
志
会
の
参
加
を
得
て
、

「
オ
ー
ル
九
州
」に
よ
る
牛
乳
理
解
醸

成
活
動「
モ
〜
一
杯
！
牛
乳
飲
ん
で
く

だ
祭（
さ
い
）」イ
ベ
ン
ト
を
福
岡
市
中

央
区
天
神
三
越
前
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

　当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
に
加

え
、コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

参
加
人
数
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、牛
乳
の

消
費
が
停
滞
す
る
時
期
で
も
あ
る
た

め
、九
州
各
県
の
各
団
体
の
酪
農
家
自

ら
天
神
の
街
頭
に
立
ち
、直
接
消
費
者

に
牛
乳
の
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
、P
R
を

行
い
、モ
〜
一
杯
牛
乳
を
飲
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　我
が
国
の
少
子
化
の
影
響
や
コ
ロ

ナ
禍
の
昨
今
、牛
乳
の
消
費
が
低
迷
す

る
環
境
下
に
は
あ
り
ま
す
が
、消
費
者

に
と
っ
て
数
多
く
あ
る
飲
料
の
中
の

一
つ
で
あ
る
牛
乳
を
、P
R
し
率
先
し

て
購
入
す
る
動
機
へ
と
つ
な
が
る
よ

う
な
活
動
は
、今
後
ま
す
ま
す
大
切
な

事
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

牛乳の栄養オンラインミーティング

「HELLO　KAITAC」

の
頭
数
で
堅
実
経
営
を
目
指
す
為
、高

泌
乳
の
維
持・乳
質
の
向
上
を
図
り
、高

い
生
産
性
を
保
ち
続
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　そ
の
為
に
は
、牛
の
飼
い
方
や
餌
の

内
容
は
勿
論
の
こ
と
、健
康
で
長
く
活

躍
し
て
く
れ
る
優
良
後
継
牛
の
選
抜
や

採
卵
に
も
注
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　そ
の
過
程
で
は
、ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
や

牛
群
検
定
、繁
殖
検
診
等
を
上
手
く
活

用
し
、安
定
し
た
経
営
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　両
親
が
酪
農
を
経
営
し
て
お
り
、幼

い
頃
は
よ
く
牛
舎
へ
遊
び
に
行
っ
て
ま

し
た
。

　大
学
卒
業
後
は
三
年
間
会
社
員
と
し

て
勤
め
、二
五
歳
の
時
に
就
農
し
ま
し

た
。　初

め
の
頃
は
仕
事
に
慣
れ
る
こ
と
に

精
一
杯
で
、言
わ
れ
る
が
ま
ま
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　仕
事
に
慣
れ
始
め
て
か
ら
は
、徐
々

に
自
分
に
任
さ
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　自
分
の
や
り
方
で
仕
事
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
、酪
農
と
い
う
仕
事

が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
来
ま
し
た
。

　そ
の
分
様
々
な
課
題
や
問
題
に
も
直

面
し
ま
す
。そ
の
度
に
自
分
な
り
の
考

え
で
改
善
を
し
、思
う
よ
う
な
結
果
に

繋
が
っ
た
時
、こ
の
仕
事
の
遣
り
甲
斐
や

面
白
さ
を
心
か
ら
実
感
出
来
ま
す
。

　現
在
、家
族
経
営
で
搾
乳
牛
は
四
〇

頭
で
す
。規
模
拡
大
は
せ
ず
、現
状
維
持

酪
農
応
援
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

「
モ
〜
一
杯
！
牛
乳
飲
ん
で
く
だ
祭
」開
催

頑
張
る
組
合
員
さ
ん
紹
介

　
　福
岡
支
所

　酪
農
経
営
者

　笠

　直
哉
さ
ん 

（
前
経
営
者
：
笠

　文
彦
さ
ん
）

継
承
年
月
日
：
令
和
四
年
一
月
一
日
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牛
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に
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の
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行
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は
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や
、
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の
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が
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け
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な
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ら
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や
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の
理
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れ
る
よ
う
に
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を
お
こ

な
い
、バ
タ
ー
づ
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教
室
で
は
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供
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ら
大
人
ま
で
一
生
懸
命
に
バ
タ
ー

を
作
り
、終
始
大
盛
況
と
な
り
、酪
農

の
応
援
に
理
解
を
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た
だ
け

た
の
で
は
な
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で
し
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か
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　ま
た
両
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ト
に
て
牛
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フ
ォ
ト
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ト
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を
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い
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の
消
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有
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義
な
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と
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た
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生
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販
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で
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、三
月
二
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日（
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各
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の
酪
政
連
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年
女

性
会
議
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会
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を
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、

「
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九
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！
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前
に
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日
は
あ
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に
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ら
、
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の
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で
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る
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を
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R
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る
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。

　大
学
卒
業
後
は
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。
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。
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果
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。
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搾
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催
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催
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介

　
　福
岡
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初
め
ま
し
て
、久
留
米
支
所
青
年
部
　

筑
後
支
部
の
末
継
諒(

二
九)

で
す
。こ
れ
か

ら
自
己
紹
介
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　「
や
っ
て
み
よ
う
！
」そ
う
思
い
大
学
卒

業
後
、就
農
し
て
六
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
就
農
時
は
全
て
が
分
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
、仕
事
が
キ
ツ
い
と
い
う
こ
と
し

か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。一
年
目
の
途
中
で
、

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
旅
す
る
傍
ら
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農

家
、リ
ン
ゴ
農
場
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
ビ
ン

ヤ
ー
ド
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

　
最
初
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
酪
農
で
は
、乳

価
は
高
い
の
で
す
が
、乳
房
炎
治
療
し
た

牛
の
ミ
ル
ク
は
一
切
出
荷
で
き
ず
、全
て

仔
牛
に
与
え
て
い
た
事
が
す
ご
く
印
象
的

で
し
た
。

　
リ
ン
ゴ
の
収
穫
で
は
、農
業
系
の
仕
事

の
中
で
も
最
も
ハ
ー
ド
な
仕
事
と
言
わ
れ

て
お
り
、朝
か
ら
夕
方
ま
で
リ
ン
ゴ
を
人

力
で
収
穫
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。こ
れ

に
よ
り
根
性
が
身
に
つ
き
、今
の
仕
事
に

も
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
仕
事
場
や
旅

先
で
様
々
な
人
々
と
仲
良
く
な
り
、今
で

も
連
絡
を
取
っ
て
い
る
人
も
お
り
、行
っ

て
良
か
っ
た
で
す
。

　
そ
れ
以
降
は
牧
場
で
働
い
て
い
ま
す
が
、

現
在
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、研
修
生

が
海
外
か
ら
く
る
こ
と
が
で
き
ず
、少
な

め
の
人
員
で
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、早

期
の
終
息
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、夢
は
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
日
本
を

縦
断
す
る
事
な
の
で
す
が
、後
三
〇
年
は

で
き
そ
う
に
な
さ
そ
う
な
の
で
、お
じ
い

ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
か
ら
実
現
さ
せ
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
う
の
で
、私
に
会
っ
た
時
は
ぜ
ひ
色
々

な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
！

久
留
米
支
所
青
年
部

　筑
後
支
部

　
　
　末
継 

諒

　令和3年1月24日から2月2日の10日間県内各地で体型調査及び牛群審査を行い、下記
の成績をおさめましたので報告します。（審査員　大西信雄 氏）
　牛群審査は16戸266頭（牛群奨励審査を含む）が受験し、エクセレントが23頭、85～
89点が150頭（内89点は34頭）という、成績をおさめました。

　体型調査は後代検定事業の一環で行われております。令和3年度後期の調査頭数は16戸
で108頭（娘牛33頭、同期牛75頭）でした。
それぞれの農家で審査員とともに今後の改良点･改良状況等を確認し、次代を担う種雄牛
の選定に情報提供をしました。

後期体型調査及び牛群審査報告後期体型調査及び牛群審査報告
令和３年度令和３年度

９2点　　　挾間　博美（福岡支所）エルドリツジ リヴエレスト フイーバー 8産
体貌・骨格 92 肢蹄 89 乳用強健性 93 乳器 92

９１点 槇　芳行（福岡支所）ネバダ JD ウエード 10産
体貌・骨格 92 肢蹄 91 乳用強健性 90 乳器 90

９１点 挾間　博美（福岡支所）エルドリツジ スパークリング マツカチエン 4産
体貌・骨格 90 肢蹄 90 乳用強健性 92 乳器 91

９0点 内田ラクト牧場（久留米支所）ランフオーラクト スーパー ルドルフ 7産
体貌・骨格 91 肢蹄 90 乳用強健性 90 乳器 90

９0点 小島　興人（福岡支所）ケーオーフアーム PH ハーネスト 7産
体貌・骨格 88 肢蹄 91 乳用強健性 90 乳器 90

９0点 内田ラクト牧場（久留米支所）ランフオーラクト ブラウラー アドベンチヤー 6産
体貌・骨格 90 肢蹄 89 乳用強健性 92 乳器 89

９0点 挾間　博美（福岡支所）エルドリツジ フイーバー チヤズ 6産
体貌・骨格 89 肢蹄 88 乳用強健性 92 乳器 91

９0点 弓削　貴裕（久留米支所）ホリホツク スカイフエーム モンブラン 6産
体貌・骨格 91 肢蹄 88 乳用強健性 91 乳器 89

９0点 永利　義嗣（久留米支所）ナガトシミルク ドリーム マーフイー 6産
体貌・骨格 87 肢蹄 89 乳用強健性 91 乳器 91

９0点 挾間　博美（福岡支所）エルドリツジ フイーバー MC　チヤンプ 5産
体貌・骨格 90 肢蹄 90 乳用強健性 89 乳器 91

９0点 中島　康森（久留米支所）ミドルランド マツカチエン マーラ 5産
体貌・骨格 91 肢蹄 87 乳用強健性 91 乳器 90

９0点 中島　康森（久留米支所）ミドルランド ウインドブルツク スカイチーフ ET 5産
体貌・骨格 91 肢蹄 90 乳用強健性 91 乳器 88

９0点 小島　興人（福岡支所）ケーオーフアーム スパイシー SF リヴエレスト 5産
体貌・骨格 91 肢蹄 89 乳用強健性 90 乳器 90

９0点 槇　芳行（福岡支所）ネバダ スタンリーカツプ サプライズ 5産
体貌・骨格 89 肢蹄 89 乳用強健性 91 乳器 90

９0点 挾間　博美（福岡支所）エルドリツジ ストーマテイツク デンプシー 5産
体貌・骨格 88 肢蹄 89 乳用強健性 92 乳器 90

９0点 松永　慎也（福岡支所）MSF アツト クイーン ボギー 4産
体貌・骨格 90 肢蹄 86 乳用強健性 92 乳器 90

９0点 中島　康森（久留米支所）ミドルランド ブラツドニツク マジエール 4産
体貌・骨格 ■ 肢蹄 87 乳用強健性 91 乳器 91

９0点 挾間　博美（福岡支所）エルドリツジ TM ブラツド ビスタ 4産
体貌・骨格 90 肢蹄 85 乳用強健性 90 乳器 92

９0点 弓削　貴裕（久留米支所）ホリホツク シド チヤンピオン 4産
体貌・骨格 89 肢蹄 88 乳用強健性 90 乳器 91

９0点 中島　康森（久留米支所）ミドルランド アフターシヨツク フオービデン 4産
体貌・骨格 91 肢蹄 89 乳用強健性 90 乳器 89

９0点 内田ラクト牧場（久留米支所）ランフオーラクト ラインマン モナリザ 4産
体貌・骨格 90 肢蹄 88 乳用強健性 90 乳器 90

９0点 高良　和幸（久留米支所）サンフラワー ゴールドチツプ ダイヤモンド リリー 4産
体貌・骨格 87 肢蹄 ■ 乳用強健性 90 乳器 91

９0点 松永　慎也（福岡支所）MSF ソロモン スパイラル ミルキー 3産
体貌・骨格 88 肢蹄 89 乳用強健性 90 乳器 91
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初
め
ま
し
て
、久
留
米
支
所
青
年
部
　

筑
後
支
部
の
末
継
諒(

二
九)

で
す
。こ
れ
か

ら
自
己
紹
介
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　「
や
っ
て
み
よ
う
！
」そ
う
思
い
大
学
卒

業
後
、就
農
し
て
六
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
就
農
時
は
全
て
が
分
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
、仕
事
が
キ
ツ
い
と
い
う
こ
と
し

か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。一
年
目
の
途
中
で
、

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
旅
す
る
傍
ら
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農

家
、リ
ン
ゴ
農
場
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
ビ
ン

ヤ
ー
ド
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

　
最
初
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
酪
農
で
は
、乳

価
は
高
い
の
で
す
が
、乳
房
炎
治
療
し
た

牛
の
ミ
ル
ク
は
一
切
出
荷
で
き
ず
、全
て

仔
牛
に
与
え
て
い
た
事
が
す
ご
く
印
象
的

で
し
た
。

　
リ
ン
ゴ
の
収
穫
で
は
、農
業
系
の
仕
事

の
中
で
も
最
も
ハ
ー
ド
な
仕
事
と
言
わ
れ

て
お
り
、朝
か
ら
夕
方
ま
で
リ
ン
ゴ
を
人

力
で
収
穫
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。こ
れ

に
よ
り
根
性
が
身
に
つ
き
、今
の
仕
事
に

も
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
仕
事
場
や
旅

先
で
様
々
な
人
々
と
仲
良
く
な
り
、今
で

も
連
絡
を
取
っ
て
い
る
人
も
お
り
、行
っ

て
良
か
っ
た
で
す
。

　
そ
れ
以
降
は
牧
場
で
働
い
て
い
ま
す
が
、

現
在
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、研
修
生

が
海
外
か
ら
く
る
こ
と
が
で
き
ず
、少
な

め
の
人
員
で
仕
事
を
し
て
い
る
た
め
、早

期
の
終
息
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、夢
は
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
で
日
本
を

縦
断
す
る
事
な
の
で
す
が
、後
三
〇
年
は

で
き
そ
う
に
な
さ
そ
う
な
の
で
、お
じ
い

ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
か
ら
実
現
さ
せ
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
う
の
で
、私
に
会
っ
た
時
は
ぜ
ひ
色
々

な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
！

久
留
米
支
所
青
年
部

　筑
後
支
部

　
　
　末
継 

諒

　令和3年1月24日から2月2日の10日間県内各地で体型調査及び牛群審査を行い、下記
の成績をおさめましたので報告します。（審査員　大西信雄 氏）
　牛群審査は16戸266頭（牛群奨励審査を含む）が受験し、エクセレントが23頭、85～
89点が150頭（内89点は34頭）という、成績をおさめました。

　体型調査は後代検定事業の一環で行われております。令和3年度後期の調査頭数は16戸
で108頭（娘牛33頭、同期牛75頭）でした。
それぞれの農家で審査員とともに今後の改良点･改良状況等を確認し、次代を担う種雄牛
の選定に情報提供をしました。

後期体型調査及び牛群審査報告後期体型調査及び牛群審査報告
令和３年度令和３年度

９2点　　　挾間　博美（福岡支所）エルドリツジ リヴエレスト フイーバー 8産
体貌・骨格 92 肢蹄 89 乳用強健性 93 乳器 92

９１点 槇　芳行（福岡支所）ネバダ JD ウエード 10産
体貌・骨格 92 肢蹄 91 乳用強健性 90 乳器 90

９１点 挾間　博美（福岡支所）エルドリツジ スパークリング マツカチエン 4産
体貌・骨格 90 肢蹄 90 乳用強健性 92 乳器 91

９0点 内田ラクト牧場（久留米支所）ランフオーラクト スーパー ルドルフ 7産
体貌・骨格 91 肢蹄 90 乳用強健性 90 乳器 90

９0点 小島　興人（福岡支所）ケーオーフアーム PH ハーネスト 7産
体貌・骨格 88 肢蹄 91 乳用強健性 90 乳器 90

９0点 内田ラクト牧場（久留米支所）ランフオーラクト ブラウラー アドベンチヤー 6産
体貌・骨格 90 肢蹄 89 乳用強健性 92 乳器 89

９0点 挾間　博美（福岡支所）エルドリツジ フイーバー チヤズ 6産
体貌・骨格 89 肢蹄 88 乳用強健性 92 乳器 91

９0点 弓削　貴裕（久留米支所）ホリホツク スカイフエーム モンブラン 6産
体貌・骨格 91 肢蹄 88 乳用強健性 91 乳器 89

９0点 永利　義嗣（久留米支所）ナガトシミルク ドリーム マーフイー 6産
体貌・骨格 87 肢蹄 89 乳用強健性 91 乳器 91

９0点 挾間　博美（福岡支所）エルドリツジ フイーバー MC　チヤンプ 5産
体貌・骨格 90 肢蹄 90 乳用強健性 89 乳器 91

９0点 中島　康森（久留米支所）ミドルランド マツカチエン マーラ 5産
体貌・骨格 91 肢蹄 87 乳用強健性 91 乳器 90

９0点 中島　康森（久留米支所）ミドルランド ウインドブルツク スカイチーフ ET 5産
体貌・骨格 91 肢蹄 90 乳用強健性 91 乳器 88

９0点 小島　興人（福岡支所）ケーオーフアーム スパイシー SF リヴエレスト 5産
体貌・骨格 91 肢蹄 89 乳用強健性 90 乳器 90

９0点 槇　芳行（福岡支所）ネバダ スタンリーカツプ サプライズ 5産
体貌・骨格 89 肢蹄 89 乳用強健性 91 乳器 90

９0点 挾間　博美（福岡支所）エルドリツジ ストーマテイツク デンプシー 5産
体貌・骨格 88 肢蹄 89 乳用強健性 92 乳器 90

９0点 松永　慎也（福岡支所）MSF アツト クイーン ボギー 4産
体貌・骨格 90 肢蹄 86 乳用強健性 92 乳器 90

９0点 中島　康森（久留米支所）ミドルランド ブラツドニツク マジエール 4産
体貌・骨格 ■ 肢蹄 87 乳用強健性 91 乳器 91

９0点 挾間　博美（福岡支所）エルドリツジ TM ブラツド ビスタ 4産
体貌・骨格 90 肢蹄 85 乳用強健性 90 乳器 92

９0点 弓削　貴裕（久留米支所）ホリホツク シド チヤンピオン 4産
体貌・骨格 89 肢蹄 88 乳用強健性 90 乳器 91

９0点 中島　康森（久留米支所）ミドルランド アフターシヨツク フオービデン 4産
体貌・骨格 91 肢蹄 89 乳用強健性 90 乳器 89

９0点 内田ラクト牧場（久留米支所）ランフオーラクト ラインマン モナリザ 4産
体貌・骨格 90 肢蹄 88 乳用強健性 90 乳器 90

９0点 高良　和幸（久留米支所）サンフラワー ゴールドチツプ ダイヤモンド リリー 4産
体貌・骨格 87 肢蹄 ■ 乳用強健性 90 乳器 91

９0点 松永　慎也（福岡支所）MSF ソロモン スパイラル ミルキー 3産
体貌・骨格 88 肢蹄 89 乳用強健性 90 乳器 91
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C O L U M N - コラム -

久留米地区乳牛診療人工授精所  本山　祥子

診療所日記

・
は
じ
め
に

　
季
節
問
わ
ず
子
牛
の
お
へ
そ
の
病
気
は
多
く

遭
遇
し
ま
す
。「
子
牛
の
お
へ
そ
が
腫
れ
て
き
て

い
る
」、「
お
へ
そ
か
ら
膿
の
よ
う
な
も
の
が
垂
れ

て
い
る
」と
い
っ
た
診
療
依
頼
を
お
受
け
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
。「
ミ
ル
ク
を
飲
ま
な
い
の
で
診

て
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
て
診
て
み
る
と
お
へ
そ
の

腫
れ
が
原
因
だ
っ
た
、と
い
う
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
す
。治
療
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
、細
菌
が
全
身

に
ま
わ
っ
て
重
症
化
し
た
り
、手
術
が
必
要
と
な

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
子
牛
の
お
へ
そ
の
構
造

　
お
へ
そ
は
、「
子
牛
が
胎

内
で
母
牛
と
繋
が
っ
て
い

た
部
分
」と
認
識
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。少
し

解
剖
学
的
に
説
明
す
る

と
、お
へ
そ（
＝
臍
帯
）は
、

子
牛
と
母
牛
を
繋
ぐ
複

数
の
血
管
と
、排
泄
物
を

運
び
出
す
管
で
あ
る
尿

膜
管
か
ら
成
り
ま
す（
図

１
）。臍
帯
は
出
生
と
同

時
に
切
れ
、体
外
に
露
出

し
て
い
る
部
分
は
徐
々
に

乾
燥
し
、体
内
の
構
造
物

も
退
化
し
て
い
き
ま
す
。

・
お
へ
そ
の
病
気

　
子
牛
の
お
へ
そ
の
病
気
で
代
表
的
な
も
の
を

３
つ
挙
げ
て
み
ま
す
。

①
臍
帯
炎

　
お
へ
そ
の
病
気
の
中
で
は
い
ち
ば
ん
よ
く
耳

に
す
る
と
思
い
ま
す
。
お
へ
そ
の
腫
れ
が
特
徴

で
、
触
る
と
腫
れ
て
硬
く
な
っ
て
い
た
り
熱
を

持
っ
て
い
た
り
す
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
ま

た
、
臍
帯
炎
で
は
お
へ
そ
を
触
る
と
痛
が
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
臍
帯
炎
の
原
因
は
、
お
へ
そ

か
ら
の
細
菌
感
染
で
す
。
治
療
が
遅
れ
て
進
行

す
る
と
、
膿
が
貯
留
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
（
＝
こ
の
状
態
を
臍
膿
瘍
と
呼
ん
で
い
ま

す
）
。

②
臍
ヘ
ル
ニ
ア

　
こ
れ
も
臍
帯
炎
と
並
ん
で
よ
く
耳
に
す
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
お
へ
そ
の
部
分
に
空
い
た

穴
か
ら
腸
管
な
ど
が
脱
出
し
て
し
ま
い
、
お
へ

そ
が
腫
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
状
態
を
い
い

ま
す
。

③
尿
膜
管
遺
残

　
こ
れ
は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
病
気
か
と
思

い
ま
す
。
胎
内
で
胎
盤
と
子
牛
の
膀
胱
を
繋
い

で
い
た
尿
膜
管
が
、
出
生
後
も
閉
鎖
せ
ず
に
残

っ
て
し
ま
う
状
態
を
尿
膜
管
遺
残
と
い
い
ま

す
。
尿
膜
管
が
残
っ
て
い
る
こ
と
で
、
膀
胱
か

ら
尿
が
漏
れ
出
し
て
炎
症
や
感
染
を
起
こ
し
ま

す
。
排
尿
時
に
痛
が
っ
た
り
、
お
へ
そ
か
ら
排

尿
が
あ
っ
た
り
す
る
場
合
、
こ
の
病
気
を
疑
い

ま
す
。

・
お
へ
そ
の
管
理
と
予
防

産
ま
れ
た
直
後
の
子
牛
の
お
へ
そ
は
無
防
備
で

あ
り
、
細
菌
感
染
を
起
こ
し
や
す
い
状
態
で

す
。
ま
ず
は
分
娩
環
境
を
衛
生
的
に
保
つ
こ
と

で
、
お
へ
そ
が
汚
染
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
子
牛
が
産
ま
れ

た
ら
お
へ
そ
を
し
っ
か
り
と
消
毒
し
、
適
切
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
初
乳
を
飲
ま
せ
る
こ
と
で
感
染

に
対
す
る
抵
抗
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
へ
そ
が
乾
く
ま
で
の
間
は
、
敷
料
を
こ

ま
め
に
交
換
し
、
清
潔
で
乾
い
た
状
態
に
し
て

あ
げ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
お
へ
そ
が
腫
れ
て
い
な
い
か
、
触

っ
て
痛
が
ら
な
い
か
、
生
後
1
週
間
程
度
ま
で

は
触
診
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
を
習
慣
化
す
る
こ
と
で
、
お
へ
そ
の
異
常

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
分
娩
後
は
母
牛
の
産
後
ケ
ア
等
も
あ
り

作
業
が
多
く
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、
お
へ
そ

の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
良
く
気
に
か

け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！！
今
回
は

本
が
大
好
き
、本
屋
に
住
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
私
が
、お
す
す
め
の
本

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①『
酪
農
か
あ
さ
ん
が
教
え
る
台
所

　チ
ー
ズ
』

　
著
者
：
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
研
究
会

　
出
版
社
：
農
文
協

　
熊
本
県
在
住
の
酪
農
家
の
女
性
が
、わ

か
り
や
す
く
チ
ー
ズ
の
作
り
方
を
書
い
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
原
料
は
成
分
無
調
整
の
生
乳
！
！
こ
れ

な
く
し
て
は
う
ま
く
固
ま
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、使
う
道
具
は
家
庭
に
あ
る
物

が
ほ
と
ん
ど
。不
器
用
な
私
で
も
、本
当
に

美
味
し
く
作
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

②『
た
い
せ
つ
な
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う
』

　
写
真
・
文
：
キ
ッ
チ
ン
ミ
ノ
ル

　
出
版
社
：
白
泉
社

　
酪
農
家
の
一
日
を
写
し
た
、写
真
で
見

る
絵
本
で
す
。

　
放
牧
か
ら
帰
っ
て
き
た
牛
。広
い
畑
で

動
く
ト
ラ
ク
タ
ー
。ロ
ー
ル
べ
ー
ラ
ー
か

ら
次
々
出
て
く
る
円
柱
状
の
牧
草etc

。

　
牛
の
出
産
シ
ー
ン
。ミ
ル
ク
ロ
ー
リ
ー

が
生
乳
を
運
ん
で
い
く
姿
な
ど
を
写
し
て

い
ま
す
。

　
多
少
の
違
い
は
あ
れ
ど
、そ
う
そ
う
！

こ
う
い
う
仕
事
を
毎
回
し
て
い
る
よ
ね
。

と
思
わ
ず
頷
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

飯
塚
支
所

　女
性
部

　
　
　
　
　
　
　
　中
村 

香

③『
い
つ
で
も
そ
ば
に
い
る
ね

　

　小
さ
な
ち
い
さ
な
優
し
い
世
界
』

　
著
者
：
リ
ト
＠
葉
っ
ぱ
切
り
絵

　
出
版
社
：
講
談
社

　
そ
し
て
こ
れ
は
、葉
っ
ぱ
に
細
か
く
切

り
込
み
を
入
れ
て
作
ら
れ
た
切
り
絵
の
写

真
集
に
な
り
ま
す
。

　
擬
人
化
さ
れ
た
動
物
た
ち
が
い
き
い
き

と
葉
っ
ぱ
の
上
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
奏
で
て

い
ま
す
。癒
さ
れ
る
一
冊
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、み
な
さ
ん
も
本
屋
さ
ん
で

見
つ
け
て
み
て
下
さ
い
ね
。

図1

子
牛
の
お
へ
そ
の
管
理
に
つ
い
て
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診療所日記

・
は
じ
め
に

　
季
節
問
わ
ず
子
牛
の
お
へ
そ
の
病
気
は
多
く

遭
遇
し
ま
す
。「
子
牛
の
お
へ
そ
が
腫
れ
て
き
て

い
る
」、「
お
へ
そ
か
ら
膿
の
よ
う
な
も
の
が
垂
れ

て
い
る
」と
い
っ
た
診
療
依
頼
を
お
受
け
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
。「
ミ
ル
ク
を
飲
ま
な
い
の
で
診

て
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
て
診
て
み
る
と
お
へ
そ
の

腫
れ
が
原
因
だ
っ
た
、と
い
う
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
す
。治
療
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
、細
菌
が
全
身

に
ま
わ
っ
て
重
症
化
し
た
り
、手
術
が
必
要
と
な

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
子
牛
の
お
へ
そ
の
構
造

　
お
へ
そ
は
、「
子
牛
が
胎

内
で
母
牛
と
繋
が
っ
て
い

た
部
分
」と
認
識
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。少
し

解
剖
学
的
に
説
明
す
る

と
、お
へ
そ（
＝
臍
帯
）は
、

子
牛
と
母
牛
を
繋
ぐ
複

数
の
血
管
と
、排
泄
物
を

運
び
出
す
管
で
あ
る
尿

膜
管
か
ら
成
り
ま
す（
図

１
）。臍
帯
は
出
生
と
同

時
に
切
れ
、体
外
に
露
出

し
て
い
る
部
分
は
徐
々
に

乾
燥
し
、体
内
の
構
造
物

も
退
化
し
て
い
き
ま
す
。

・
お
へ
そ
の
病
気

　
子
牛
の
お
へ
そ
の
病
気
で
代
表
的
な
も
の
を

３
つ
挙
げ
て
み
ま
す
。

①
臍
帯
炎

　
お
へ
そ
の
病
気
の
中
で
は
い
ち
ば
ん
よ
く
耳

に
す
る
と
思
い
ま
す
。
お
へ
そ
の
腫
れ
が
特
徴

で
、
触
る
と
腫
れ
て
硬
く
な
っ
て
い
た
り
熱
を

持
っ
て
い
た
り
す
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
ま

た
、
臍
帯
炎
で
は
お
へ
そ
を
触
る
と
痛
が
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
臍
帯
炎
の
原
因
は
、
お
へ
そ

か
ら
の
細
菌
感
染
で
す
。
治
療
が
遅
れ
て
進
行

す
る
と
、
膿
が
貯
留
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
（
＝
こ
の
状
態
を
臍
膿
瘍
と
呼
ん
で
い
ま

す
）
。

②
臍
ヘ
ル
ニ
ア

　
こ
れ
も
臍
帯
炎
と
並
ん
で
よ
く
耳
に
す
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
お
へ
そ
の
部
分
に
空
い
た

穴
か
ら
腸
管
な
ど
が
脱
出
し
て
し
ま
い
、
お
へ

そ
が
腫
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
状
態
を
い
い

ま
す
。

③
尿
膜
管
遺
残

　
こ
れ
は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
病
気
か
と
思

い
ま
す
。
胎
内
で
胎
盤
と
子
牛
の
膀
胱
を
繋
い

で
い
た
尿
膜
管
が
、
出
生
後
も
閉
鎖
せ
ず
に
残

っ
て
し
ま
う
状
態
を
尿
膜
管
遺
残
と
い
い
ま

す
。
尿
膜
管
が
残
っ
て
い
る
こ
と
で
、
膀
胱
か

ら
尿
が
漏
れ
出
し
て
炎
症
や
感
染
を
起
こ
し
ま

す
。
排
尿
時
に
痛
が
っ
た
り
、
お
へ
そ
か
ら
排

尿
が
あ
っ
た
り
す
る
場
合
、
こ
の
病
気
を
疑
い

ま
す
。

・
お
へ
そ
の
管
理
と
予
防

産
ま
れ
た
直
後
の
子
牛
の
お
へ
そ
は
無
防
備
で

あ
り
、
細
菌
感
染
を
起
こ
し
や
す
い
状
態
で

す
。
ま
ず
は
分
娩
環
境
を
衛
生
的
に
保
つ
こ
と

で
、
お
へ
そ
が
汚
染
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
子
牛
が
産
ま
れ

た
ら
お
へ
そ
を
し
っ
か
り
と
消
毒
し
、
適
切
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
初
乳
を
飲
ま
せ
る
こ
と
で
感
染

に
対
す
る
抵
抗
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
へ
そ
が
乾
く
ま
で
の
間
は
、
敷
料
を
こ

ま
め
に
交
換
し
、
清
潔
で
乾
い
た
状
態
に
し
て

あ
げ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
お
へ
そ
が
腫
れ
て
い
な
い
か
、
触

っ
て
痛
が
ら
な
い
か
、
生
後
1
週
間
程
度
ま
で

は
触
診
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
を
習
慣
化
す
る
こ
と
で
、
お
へ
そ
の
異
常

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
分
娩
後
は
母
牛
の
産
後
ケ
ア
等
も
あ
り

作
業
が
多
く
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、
お
へ
そ

の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
良
く
気
に
か

け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！！
今
回
は

本
が
大
好
き
、本
屋
に
住
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
私
が
、お
す
す
め
の
本

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①『
酪
農
か
あ
さ
ん
が
教
え
る
台
所

　チ
ー
ズ
』

　
著
者
：
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
研
究
会

　
出
版
社
：
農
文
協

　
熊
本
県
在
住
の
酪
農
家
の
女
性
が
、わ

か
り
や
す
く
チ
ー
ズ
の
作
り
方
を
書
い
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
原
料
は
成
分
無
調
整
の
生
乳
！
！
こ
れ

な
く
し
て
は
う
ま
く
固
ま
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、使
う
道
具
は
家
庭
に
あ
る
物

が
ほ
と
ん
ど
。不
器
用
な
私
で
も
、本
当
に

美
味
し
く
作
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

②『
た
い
せ
つ
な
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う
』

　
写
真
・
文
：
キ
ッ
チ
ン
ミ
ノ
ル

　
出
版
社
：
白
泉
社

　
酪
農
家
の
一
日
を
写
し
た
、写
真
で
見

る
絵
本
で
す
。

　
放
牧
か
ら
帰
っ
て
き
た
牛
。広
い
畑
で

動
く
ト
ラ
ク
タ
ー
。ロ
ー
ル
べ
ー
ラ
ー
か

ら
次
々
出
て
く
る
円
柱
状
の
牧
草etc

。

　
牛
の
出
産
シ
ー
ン
。ミ
ル
ク
ロ
ー
リ
ー

が
生
乳
を
運
ん
で
い
く
姿
な
ど
を
写
し
て

い
ま
す
。

　
多
少
の
違
い
は
あ
れ
ど
、そ
う
そ
う
！

こ
う
い
う
仕
事
を
毎
回
し
て
い
る
よ
ね
。

と
思
わ
ず
頷
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

飯
塚
支
所

　女
性
部

　
　
　
　
　
　
　
　中
村 

香

③『
い
つ
で
も
そ
ば
に
い
る
ね

　

　小
さ
な
ち
い
さ
な
優
し
い
世
界
』

　
著
者
：
リ
ト
＠
葉
っ
ぱ
切
り
絵

　
出
版
社
：
講
談
社

　
そ
し
て
こ
れ
は
、葉
っ
ぱ
に
細
か
く
切

り
込
み
を
入
れ
て
作
ら
れ
た
切
り
絵
の
写

真
集
に
な
り
ま
す
。

　
擬
人
化
さ
れ
た
動
物
た
ち
が
い
き
い
き

と
葉
っ
ぱ
の
上
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
奏
で
て

い
ま
す
。癒
さ
れ
る
一
冊
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、み
な
さ
ん
も
本
屋
さ
ん
で

見
つ
け
て
み
て
下
さ
い
ね
。

図1

子
牛
の
お
へ
そ
の
管
理
に
つ
い
て
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　日
本
農
業
新
聞
の
記
事
に
今
年
に
入
っ

て
飼
料
価
格
が
過
去
最
高
値
を
更
新
し
て

い
る
と
載
っ
て
い
ま
し
た
。確
か
に
こ
の
一

年
価
格
が
上
が
る
ば
か
り
で
す
。高
騰
の
要

因
は
複
合
的
で
早
期
に
価
格
が
落
ち
着
く

こ
と
は
な
い
様
子
で
す
。そ
こ
で
心
配
に
な

る
の
は
、こ
ん
な
に
飼
料
代
が
高
く
な
れ
ば

経
営
を
あ
き
ら
め
よ
う
と
す
る
酪
農
家
が

出
て
く
る
こ
と
で
す
。過
去
に
も
同
様
な
こ

と
は
多
々
起
こ
り
、直
近
で
は
平
成
一
八
年

の
飼
料
高
で
す
。輸
入
の
飼
料
原
料
が
高
騰

し
、配
合
飼
料
価
格
が
上
昇
、ま
た
輸
入
乾

牧
草
の
価
格
も
高
止
ま
り
し
ま
し
た
。生
乳

価
格
も
同
様
に
上
が
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

府
県
で
は
そ
の
後
二
年
程
経
っ
て
よ
う
や

く
乳
価
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
間
は
我

慢
の
経
営
が
続
き
、こ
の
ま
ま
経
営
を
続
け

て
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
い
う
酪
農
家
が

リ
タ
イ
ア
し
ま
し
た
。飼
料
高
騰
は
、農
家

を
ふ
る
い
に
か
け
、残
っ
た
農
家
が
そ
の
後

の
乳
価
上
昇
で
利
益
を
享
受
す
る
よ
う
に

感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。経
営
を
継
続

し
た
農
家
は
、今
程
い
い
時
代
は
な
い
と
そ

の
後
し
ば
ら
く
は
酪
農
経
営
を
満
喫
し
ま

し
た
。今
回
も
そ
の
波
が
来
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。平
成
一
八
年
時
は
、異
常
気
象
の
旱

魃
と
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
の
増
加
等
、単
純
で

二
年
程
で
落
ち
着
き
ま
し
た
が
、今
回
は
い

ろ
い
ろ
な
要
素
が
絡
み
、以
前
と
は
様
子
が

違
い
ま
す
。中
国
の
輸
出
入
の
動
向
、ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
、温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
、

原
油
高
騰
、急
激
な
円
安
等
、複
合
的
で
輸

入
に
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
が
目
白
押
し
で
す
。

農
家
は
、こ
の
よ
う
な
海
外
の
情
勢
に
左
右

さ
れ
る
ば
か
り
で
、今
の
よ
う
に
コ
ン
テ
ナ

不
足
で
輸
入
乾
草
ま
で
滞
れ
ば
、自
給
飼
料

に
目
が
向
く
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
す
。

自
給
飼
料
の
増
産
を
！

　途
上
国
の
経
済
成
長
や
人
口
増
で
食
肉
・

ミ
ル
ク
の
需
要
は
増
加
傾
向
の
中
、穀
物
や

乾
牧
草
が
今
ま
で
通
り
潤
沢
に
輸
入
で
き

る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。当
然
価
格
も
上
昇

し
て
い
く
の
は
従
来
か
ら
予
想
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
す
。そ
の
意
味
で
は
、国
産
の
飼

料
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
は
明
白
で
す
。

福
岡
県
で
は
水
田
が
多
く
、酪
農
家
も
多
く

の
水
田
を
利
用
し
て
い
ま
す
。前
回
の
飼
料

高
騰
時
に
稲
W
C
S
が
急
激
に
増
え
た
の

は
、記
憶
に
新
し
く
、そ
の
後
順
調
に
増
え

続
け
ま
し
た
が
、最
近
は
生
産
量
も
給
与
量

も
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
、栽
培
し
て
い
る
自
給
飼
料
の
品
質
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
は
、最
初
に
目
を
向
け
る
べ

き
こ
と
で
コ
ス
ト
低
減
に
繋
が
り
ま
す
。そ

の
上
で
自
給
飼
料
増
産
に
取
り
組
む
こ
と

も
重
要
で
す
。現
状
で
は
こ
れ
以
上
の
圃
場

拡
大
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、耕
種
農
家
と
の

連
携
が
今
後
の
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま

す
。農
林
水
産
省
で
は
食
用
の
米
が
毎
年
一

〇
万
ト
ン
ず
つ
減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、転

作
に
対
し
従
来
の
飼
料
用
米
に
加
え
、今
年

か
ら
子
実
コ
ー
ン
や
青
刈
り
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
栽
培
に
助
成
を
厚
く
し
て
い
ま
す
。転
作

田
で
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
は
湿
害
対
策

が
重
要
で
、う
ま
く
排
水
対
策
を
講
じ
な
い

と
収
量
が
上
が
り
ま
せ
ん
。毎
年
の
よ
う
に

大
雨
が
降
る
昨
今
で
は
、よ
り
排
水
対
策
と

土
づ
く
り
が
重
要
と
な
り
ま
す
。さ
ら
に
農

林
水
産
省
で
は
、畜
産
農
家
が
耕
種
農
家
と

連
携
し
、新
た
に
水
田
で
生
産
さ
れ
た
青
刈

り
と
う
も
ろ
こ
し
等
の
利
用
拡
大
に
取
り

組
ん
だ
場
合
に
、畜
産
農
家
に
も
利
用
量
に

対
し
て
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。是
非
、

耕
畜
連
携
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

複
合
的
な
対
策
も
必
要

　今
回
は
飼
料
の
上
昇
幅
が
大
き
く
、国
内

で
も
コ
ロ
ナ
禍
で
先
が
見
え
な
い
状
況
で

す
。自
給
飼
料
増
産
は
経
営
に
大
き
な
効
果

が
あ
り
ま
す
が
、さ
ら
に
総
合
的
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。今
す
ぐ
に
は
で

き
な
い
に
し
て
も
外
部
支
援
組
織（
コ
ン
ト

ラ
や
経
営
診
断
等
）の
活
用
、飼
養
管
理
技

術
の
改
善（
温
度
上
昇
に
対
す
る
さ
ら
な
る

暑
熱
対
策
の
徹
底
、廃
用
牛
を
で
き
る
だ
け

抑
え
る
管
理
、一
頭
あ
た
り
の
乳
量
増
加
）、

堆
肥
・
個
体
販
売
、エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
利
用

や
効
率
の
良
い
飼
料
給
与
、I
T
機
器
の
活

用
等
、よ
り
効
率
の
い
い
生
乳
生
産
に
向
け

た
総
合
的
な
取
組
み
が
経
営
を
改
善
し
ま

す
。で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。酪
農
を
継
続
し
て
い
て

良
か
っ
た
と
い
う
想
い
を
享
受
で
き
る
よ
う
、

今
回
の
飼
料
高
騰
を
乗
り
切
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　筑紫　耕作 専任指導員

は
じ
め
に
　

　
飼
料
や
燃
油
な
ど
の
生
産
資
材
の
高
騰
が

続
き
、
し
か
も
状
況
が
見
通
せ
ず
、
皆
様
大

変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
思
い
出
す
の
は
、

あ
る
酪
農
家
が
三
〇
年
ほ
ど
前
に
言
わ
れ
た

こ
と
で
す
。
「
今
の
経
営
状
態
は
、
良
く
も

悪
く
も
日
々
の
積
み
重
ね
の
結
果
や
も
ん
ね
。

所
得
を
確
保
す
る
に
は
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ

は
牛
の
死
廃
事
故
を
減
ら
す
こ
と
。
牛
（
子

牛
も
経
産
牛
も
）
は
生
か
し
て
牛
舎
か
ら
出

す
、
家
畜
と
し
て
の
役
割
を
全
う
さ
せ
る
こ

と
、
も
う
一
つ
は
牛
の
飼
養
管
理
や
飼
料
作

物
生
産
上
の
ロ
ス
を
減
ら
す
こ
と
よ
。
」
と

教
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
最
近
話
し
た
酪
農
家
は
「
経
営
は
一

旦
後
退
し
始
め
た
ら
、
ズ
ル
ズ
ル
と
下
が
る

一
方
に
な
る
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
前
向

き
に
取
り
組
む
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
状
況
を
す
ぐ
に
改
善
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ロ
ス
を
少
し
で
も
減

ら
す
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

1  

自
給
粗
飼
料
は
使
い
分
け
る

　
自
給
飼
料
は
、
低
質
な
も
の
を
つ
く
る
と

乳
牛
の
栄
養
分
が
賄
え
な
い
ば
か
り
か
、
カ

ビ
な
ど
が
疾
病
の
発
生
原
因
と
な
る
な
ど
、

い
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ー
ル
の
収
穫
時
期
は

ど
う
し
て
も
ば
ら
つ
き
ま
す
。
そ
こ
で
ロ
ー

ル
に
書
き
込
み
ま
す
。
写
真
に
は
①
品
種
、

②
収
穫
日
、
③
二
番
草
、
④
高
水
分
の
四
つ

の
情
報
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
適
期
に
収
穫
し
た
ロ
ー
ル
は
、
夏

の
食
欲
が
落
ち
る
時
期
に
搾
乳
牛
に
給
与
す

る
、
適
期
を
過
ぎ

た
ロ
ー
ル
は
育
成

牛
に
給
与
す
る
な

ど
使
い
分
け
る
と
、

給
与
の
無
駄
が
減

り
ま
す
。

　
但
し
必
要
な
ロ

ー
ル
が
取
り
出
し

や
す
い
よ
う
保
管

の
工
夫
が
必
要
で
す
。

2  

給
与
量
を
計
っ
て
み
る

　

　
分
離
給
与
の
場
合
、
ス
コ
ッ
プ
一
杯
の
量

が
思
っ
て
い
る
量
が
違
う
と
、
給
与
量
に
差

が
出
て
き
ま
す
。
特
に
写
真
の
よ
う
な
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
ス
コ
ッ
プ
は
、
使
っ
て
い
る
う

ち
に
す
り
減
る
の
で
要
注
意
で
す
。

　
ス
コ
ッ
プ
に
限
ら
ず
給
与
す
る
飼
料
は
、

定
期
的
に
計
量
し
て
く
だ
さ
い
。
T
M
R
ミ

キ
サ
ー
の
重
量
計
の
作
動
状
況
も
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

3  

子
牛
に
は
き
れ
い
水
と
乾
燥
し
た
環
境

が
必
須

　
子
牛
に
は
清
潔
な
水
が
必
要
で
す
。
特
に

暑
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
代
用
乳
だ

け
で
は
水
分
が
不
足
し
ま
す
。
水
を
飲
ま
な

い
と
ス
タ
ー
タ
ー
も
乾
草
も
摂
取
量
は
増
え

ま
せ
ん
。

　
写
真
は
ほ
乳
中
の
子
牛
で
す
が
、
ス
タ
ー

タ
ー
と
乾
草
、
そ
れ
に
き
れ
い
な
水
が
自
由

に
摂
取
で
き
る
よ
う
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
子
牛
の
大
敵
は
下
痢
で
す
。
下
痢
対

策
の
基
本
は
冷
や
さ
な
い
こ
と
、
特
に
腹
を

冷
や
さ
な
い
よ
う
に
床
を
乾
燥
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
膝
を
つ
い
て
濡
れ
な
い
床
の
状
態
が

ベ
ス
ト
で
す
。

  終
わ
り
に

　
ロ
ス
を
減
ら
す
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、

近
く
に
い
ま
す
。
酪
農
家
以
外
の
方
の
工
夫

も
参
考
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
話
を
聞

か
れ
て
、
で
き
る
こ
と
は
、
経
営
に
大
い
に

取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
田
植
え
が
お
わ
る
ま
で
忙
し
い

日
々
が
続
き
ま
す
し
、
気
温
も
高
く
な
り
ま

す
。
食
事
・
水
分
・
睡
眠
を
十
分
に
取
ら
れ

て
事
故
が
無
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

飼
料
高
騰
に
思
う

専任指導員日記

『
ロ
ス
を
減
ら
す
！！
』

志岐　秀雄
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　日
本
農
業
新
聞
の
記
事
に
今
年
に
入
っ

て
飼
料
価
格
が
過
去
最
高
値
を
更
新
し
て

い
る
と
載
っ
て
い
ま
し
た
。確
か
に
こ
の
一

年
価
格
が
上
が
る
ば
か
り
で
す
。高
騰
の
要

因
は
複
合
的
で
早
期
に
価
格
が
落
ち
着
く

こ
と
は
な
い
様
子
で
す
。そ
こ
で
心
配
に
な

る
の
は
、こ
ん
な
に
飼
料
代
が
高
く
な
れ
ば

経
営
を
あ
き
ら
め
よ
う
と
す
る
酪
農
家
が

出
て
く
る
こ
と
で
す
。過
去
に
も
同
様
な
こ

と
は
多
々
起
こ
り
、直
近
で
は
平
成
一
八
年

の
飼
料
高
で
す
。輸
入
の
飼
料
原
料
が
高
騰

し
、配
合
飼
料
価
格
が
上
昇
、ま
た
輸
入
乾

牧
草
の
価
格
も
高
止
ま
り
し
ま
し
た
。生
乳

価
格
も
同
様
に
上
が
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

府
県
で
は
そ
の
後
二
年
程
経
っ
て
よ
う
や

く
乳
価
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
間
は
我

慢
の
経
営
が
続
き
、こ
の
ま
ま
経
営
を
続
け

て
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
い
う
酪
農
家
が

リ
タ
イ
ア
し
ま
し
た
。飼
料
高
騰
は
、農
家

を
ふ
る
い
に
か
け
、残
っ
た
農
家
が
そ
の
後

の
乳
価
上
昇
で
利
益
を
享
受
す
る
よ
う
に

感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。経
営
を
継
続

し
た
農
家
は
、今
程
い
い
時
代
は
な
い
と
そ

の
後
し
ば
ら
く
は
酪
農
経
営
を
満
喫
し
ま

し
た
。今
回
も
そ
の
波
が
来
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。平
成
一
八
年
時
は
、異
常
気
象
の
旱

魃
と
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
の
増
加
等
、単
純
で

二
年
程
で
落
ち
着
き
ま
し
た
が
、今
回
は
い

ろ
い
ろ
な
要
素
が
絡
み
、以
前
と
は
様
子
が

違
い
ま
す
。中
国
の
輸
出
入
の
動
向
、ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
、温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
、

原
油
高
騰
、急
激
な
円
安
等
、複
合
的
で
輸

入
に
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
が
目
白
押
し
で
す
。

農
家
は
、こ
の
よ
う
な
海
外
の
情
勢
に
左
右

さ
れ
る
ば
か
り
で
、今
の
よ
う
に
コ
ン
テ
ナ

不
足
で
輸
入
乾
草
ま
で
滞
れ
ば
、自
給
飼
料

に
目
が
向
く
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
す
。

自
給
飼
料
の
増
産
を
！

　途
上
国
の
経
済
成
長
や
人
口
増
で
食
肉
・

ミ
ル
ク
の
需
要
は
増
加
傾
向
の
中
、穀
物
や

乾
牧
草
が
今
ま
で
通
り
潤
沢
に
輸
入
で
き

る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。当
然
価
格
も
上
昇

し
て
い
く
の
は
従
来
か
ら
予
想
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
す
。そ
の
意
味
で
は
、国
産
の
飼

料
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
は
明
白
で
す
。

福
岡
県
で
は
水
田
が
多
く
、酪
農
家
も
多
く

の
水
田
を
利
用
し
て
い
ま
す
。前
回
の
飼
料

高
騰
時
に
稲
W
C
S
が
急
激
に
増
え
た
の

は
、記
憶
に
新
し
く
、そ
の
後
順
調
に
増
え

続
け
ま
し
た
が
、最
近
は
生
産
量
も
給
与
量

も
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
、栽
培
し
て
い
る
自
給
飼
料
の
品
質
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
は
、最
初
に
目
を
向
け
る
べ

き
こ
と
で
コ
ス
ト
低
減
に
繋
が
り
ま
す
。そ

の
上
で
自
給
飼
料
増
産
に
取
り
組
む
こ
と

も
重
要
で
す
。現
状
で
は
こ
れ
以
上
の
圃
場

拡
大
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、耕
種
農
家
と
の

連
携
が
今
後
の
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま

す
。農
林
水
産
省
で
は
食
用
の
米
が
毎
年
一

〇
万
ト
ン
ず
つ
減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、転

作
に
対
し
従
来
の
飼
料
用
米
に
加
え
、今
年

か
ら
子
実
コ
ー
ン
や
青
刈
り
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
栽
培
に
助
成
を
厚
く
し
て
い
ま
す
。転
作

田
で
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
は
湿
害
対
策

が
重
要
で
、う
ま
く
排
水
対
策
を
講
じ
な
い

と
収
量
が
上
が
り
ま
せ
ん
。毎
年
の
よ
う
に

大
雨
が
降
る
昨
今
で
は
、よ
り
排
水
対
策
と

土
づ
く
り
が
重
要
と
な
り
ま
す
。さ
ら
に
農

林
水
産
省
で
は
、畜
産
農
家
が
耕
種
農
家
と

連
携
し
、新
た
に
水
田
で
生
産
さ
れ
た
青
刈

り
と
う
も
ろ
こ
し
等
の
利
用
拡
大
に
取
り

組
ん
だ
場
合
に
、畜
産
農
家
に
も
利
用
量
に

対
し
て
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。是
非
、

耕
畜
連
携
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

複
合
的
な
対
策
も
必
要

　今
回
は
飼
料
の
上
昇
幅
が
大
き
く
、国
内

で
も
コ
ロ
ナ
禍
で
先
が
見
え
な
い
状
況
で

す
。自
給
飼
料
増
産
は
経
営
に
大
き
な
効
果

が
あ
り
ま
す
が
、さ
ら
に
総
合
的
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。今
す
ぐ
に
は
で

き
な
い
に
し
て
も
外
部
支
援
組
織（
コ
ン
ト

ラ
や
経
営
診
断
等
）の
活
用
、飼
養
管
理
技

術
の
改
善（
温
度
上
昇
に
対
す
る
さ
ら
な
る

暑
熱
対
策
の
徹
底
、廃
用
牛
を
で
き
る
だ
け

抑
え
る
管
理
、一
頭
あ
た
り
の
乳
量
増
加
）、

堆
肥
・
個
体
販
売
、エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
利
用

や
効
率
の
良
い
飼
料
給
与
、I
T
機
器
の
活

用
等
、よ
り
効
率
の
い
い
生
乳
生
産
に
向
け

た
総
合
的
な
取
組
み
が
経
営
を
改
善
し
ま

す
。で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。酪
農
を
継
続
し
て
い
て

良
か
っ
た
と
い
う
想
い
を
享
受
で
き
る
よ
う
、

今
回
の
飼
料
高
騰
を
乗
り
切
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　筑紫　耕作 専任指導員

は
じ
め
に
　

　
飼
料
や
燃
油
な
ど
の
生
産
資
材
の
高
騰
が

続
き
、
し
か
も
状
況
が
見
通
せ
ず
、
皆
様
大

変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
思
い
出
す
の
は
、

あ
る
酪
農
家
が
三
〇
年
ほ
ど
前
に
言
わ
れ
た

こ
と
で
す
。
「
今
の
経
営
状
態
は
、
良
く
も

悪
く
も
日
々
の
積
み
重
ね
の
結
果
や
も
ん
ね
。

所
得
を
確
保
す
る
に
は
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ

は
牛
の
死
廃
事
故
を
減
ら
す
こ
と
。
牛
（
子

牛
も
経
産
牛
も
）
は
生
か
し
て
牛
舎
か
ら
出

す
、
家
畜
と
し
て
の
役
割
を
全
う
さ
せ
る
こ

と
、
も
う
一
つ
は
牛
の
飼
養
管
理
や
飼
料
作

物
生
産
上
の
ロ
ス
を
減
ら
す
こ
と
よ
。
」
と

教
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
最
近
話
し
た
酪
農
家
は
「
経
営
は
一

旦
後
退
し
始
め
た
ら
、
ズ
ル
ズ
ル
と
下
が
る

一
方
に
な
る
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
前
向

き
に
取
り
組
む
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
状
況
を
す
ぐ
に
改
善
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ロ
ス
を
少
し
で
も
減

ら
す
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

1  

自
給
粗
飼
料
は
使
い
分
け
る

　
自
給
飼
料
は
、
低
質
な
も
の
を
つ
く
る
と

乳
牛
の
栄
養
分
が
賄
え
な
い
ば
か
り
か
、
カ

ビ
な
ど
が
疾
病
の
発
生
原
因
と
な
る
な
ど
、

い
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ー
ル
の
収
穫
時
期
は

ど
う
し
て
も
ば
ら
つ
き
ま
す
。
そ
こ
で
ロ
ー

ル
に
書
き
込
み
ま
す
。
写
真
に
は
①
品
種
、

②
収
穫
日
、
③
二
番
草
、
④
高
水
分
の
四
つ

の
情
報
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
適
期
に
収
穫
し
た
ロ
ー
ル
は
、
夏

の
食
欲
が
落
ち
る
時
期
に
搾
乳
牛
に
給
与
す

る
、
適
期
を
過
ぎ

た
ロ
ー
ル
は
育
成

牛
に
給
与
す
る
な

ど
使
い
分
け
る
と
、

給
与
の
無
駄
が
減

り
ま
す
。

　
但
し
必
要
な
ロ

ー
ル
が
取
り
出
し

や
す
い
よ
う
保
管

の
工
夫
が
必
要
で
す
。

2  

給
与
量
を
計
っ
て
み
る

　

　
分
離
給
与
の
場
合
、
ス
コ
ッ
プ
一
杯
の
量

が
思
っ
て
い
る
量
が
違
う
と
、
給
与
量
に
差

が
出
て
き
ま
す
。
特
に
写
真
の
よ
う
な
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
ス
コ
ッ
プ
は
、
使
っ
て
い
る
う

ち
に
す
り
減
る
の
で
要
注
意
で
す
。

　
ス
コ
ッ
プ
に
限
ら
ず
給
与
す
る
飼
料
は
、

定
期
的
に
計
量
し
て
く
だ
さ
い
。
T
M
R
ミ

キ
サ
ー
の
重
量
計
の
作
動
状
況
も
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

3  

子
牛
に
は
き
れ
い
水
と
乾
燥
し
た
環
境

が
必
須

　
子
牛
に
は
清
潔
な
水
が
必
要
で
す
。
特
に

暑
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
代
用
乳
だ

け
で
は
水
分
が
不
足
し
ま
す
。
水
を
飲
ま
な

い
と
ス
タ
ー
タ
ー
も
乾
草
も
摂
取
量
は
増
え

ま
せ
ん
。

　
写
真
は
ほ
乳
中
の
子
牛
で
す
が
、
ス
タ
ー

タ
ー
と
乾
草
、
そ
れ
に
き
れ
い
な
水
が
自
由

に
摂
取
で
き
る
よ
う
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
子
牛
の
大
敵
は
下
痢
で
す
。
下
痢
対

策
の
基
本
は
冷
や
さ
な
い
こ
と
、
特
に
腹
を

冷
や
さ
な
い
よ
う
に
床
を
乾
燥
さ
せ
る
こ
と

で
す
。
膝
を
つ
い
て
濡
れ
な
い
床
の
状
態
が

ベ
ス
ト
で
す
。

  終
わ
り
に

　
ロ
ス
を
減
ら
す
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、

近
く
に
い
ま
す
。
酪
農
家
以
外
の
方
の
工
夫

も
参
考
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
話
を
聞

か
れ
て
、
で
き
る
こ
と
は
、
経
営
に
大
い
に

取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
田
植
え
が
お
わ
る
ま
で
忙
し
い

日
々
が
続
き
ま
す
し
、
気
温
も
高
く
な
り
ま

す
。
食
事
・
水
分
・
睡
眠
を
十
分
に
取
ら
れ

て
事
故
が
無
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

飼
料
高
騰
に
思
う

専任指導員日記

『
ロ
ス
を
減
ら
す
！！
』

志岐　秀雄
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　歓
迎
会
は

　
　オ
ン
ラ
イ
ン

Ｐ
．Ｎ
．甦
る
獅
子

人 事 異 動
Ⅰ．退　職（令和４年３月３１日付）

Ⅱ．異　動　等（令和４年４月１日付）　

Ⅲ．採　用（令和４年４月１日付）

令和4年

月4

3月22日『ゴリけんさんと学ぶ牛乳の栄養オンラインセミナー』3月22日『ゴリけんさんと学ぶ牛乳の栄養オンラインセミナー』

氏　名 備考
山　川　葉　奈 福岡乳牛診療人工授精所 獣医師

氏　名 旧　所　属　等
冨　來　基　寿 飯塚地区乳牛診療人工授精所　所長  ※定年再雇用 飯塚地区乳牛診療人工授精所　所長
梶　原　隆　幹 飯塚地区乳牛診療人工授精所　［兼］ＥＴセンター長 久留米地区乳牛診療人工授精所　所長［兼］ＥＴセンター長　
遠　藤　拓　人 久留米地区乳牛診療人工授精所　所長（昇）　 久留米地区乳牛診療人工授精所　所長代理　
原　岡　　　諒 久留米地区乳牛診療人工授精所　 福岡乳牛診療人工授精所
河　村　信　一 福岡乳牛診療人工授精所 ータンセTE］兼［ 所精授工人療診牛乳区地塚飯
植　田　　　凌 久留米地区乳牛診療人工授精所　 福岡乳牛診療人工授精所
津留崎　孝　嘉 福岡支所 久留米支所
安　永　幸　治 飯塚支所 福岡支所
小　野　賢　佑 久留米支所 本所　酪農部
村　岡　賢　治 本所　酪農部（広域 専任指導員） 専任指導員（飯塚支所駐在）
豊　岡　大　輝 久留米支所 本所　酪農部
由　布　雅　子 本所　酪農部 久留米支所

氏　名 旧　所　属

新　所　属

所　属

備考
冨　來　基　寿 定年退職飯塚地区乳牛診療人工授精所　所長
松　永　しおり 本所　酪農部 嘱託契約満了


